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For your healthy life

■問合せ　健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

加齢とともに徐々に運動能力や認知機能など心身の活力が低下した状態をフレイルといい、フレ
イル（虚弱）が進むと、体の回復力や抵抗力が低下します。しかし、「運動」「食事」「社会参加（つ
ながり）」「口腔ケア」をバランスよく実践することでフレイルを予防することができます。ます
ます元気教室でフレイル予防方法を学び、いつまでも元気で自分らしい生活を送りましょう。お
気軽にご参加ください。

【実 施 日】①１月２４日（火）、②１月３１日（火）、③２月１０日（金）、④２月１７日（金）　全４回
【内　　容】①フレイルの講話＋脳トレ１
　　　　　　②認知症の講話＋脳トレ２
　　　　　　③運動＋口腔ケアの講話
　　　　　　④運動＋低栄養予防の講話
【時　　間】各日とも午前１０時～正午
【会　　場】①②みほふれ愛プラザ・③④保健センター
【対 象 者】６５歳以上の方　
　　　　　　※今年度ますます元気アップ教室にご参加済の方、元気アップ教室に参加予定の方は参
　　　　　　　加をご遠慮願います。
【定　　員】１５名（先着順）
【申込期間】１月１７日（火）・１８日（水）
　　　　　　午前８時３０分から午後５時１５分に保健センター（☎０２９－８８５－１８８９）にお申込みください。

ますます元気教室

健康寿命(自立した生活が送れる期間)

６５歳以上の方の「介護や支援」「介護予防」のために、『介護保険』『介護予防・日常生活支援総合事業』という制
度があります。日常生活で困ることができて介護保険のサービスを利用したいときには、まず福祉介護
課・地域包括支援センターにご相談ください。
※４０～６４歳の方で「特定疾病（１６種類）」により介護や支援が必要となった方は「介護保険」の対象となります。

■問合せ　福祉介護課介護保険係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１３・１３２・１３５

介護保険介護保険業業ビス　総介護介 業総スビ 業介介 業総護介 スビ介護サービス　総合事業介護サービス　総合事業
を利用するにはを利用するにはを利用するにはを利用するには

総合事業では、要支援状態から自立に向かうこと、また重度化を予防することを目指します。要支援１・２
の認定を受けた方や、基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた方が利用できる「介護予防・生活
支援サービス事業」と６５歳以上のすべての方が利用できる「一般介護予防事業」があります。

総合事業とは総合事業とは

介護保険のサービスを在宅で受けるためには介護サービス計画（ケアプラン）を作成する必要があります。要
介護１～５の方は認定結果に同封される居宅介護支援事業所に連絡し、ケアプラン作成を依頼してください。
非該当、要支援１・２の方は地域包括支援センターから連絡させていただきます。

認定結果が通知されたら認定結果が通知されたら

相談窓口（福祉介護課・地域包括支援センター）
希望するサービス内容と本人の状態を確認します
相談窓口（福祉介護課・地域包括支援センター）
希望するサービス内容と本人の状態を確認します

総合事業の事業対象者に総合事業の事業対象者に認 定 審 査 会認 定 審 査 会認 定 審 査 会

基本チェックリストの実施基本チェックリストの実施

要介護（要支援）認定申請要介護（要支援）認定申請

認定調査・主治医意見書認定調査・主治医意見書

介護サービス介護サービス
（介護給付）

介護予防サービス介護予防サービス
（介護予防給付） 一般介護

予防事業
一般介護
予防事業

介護予防・生活支援
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・訪問型サービス
・通所型サービス

介護予防・生活支援
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介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業

非該当非該当要介護
１～５
要介護
１～５

要支援
１・２
要支援
１・２ 該当する該当する 該当しない該当しない


